
　今回の議会には、平成１８年度一般会計・各特別会計の決算認定の議案が上
程されました。決算特別委員会での審査後、本会議において、一般会計を賛成
１６名、反対１名で、また、各特別会計については全会一致で可決、認定しま
した。
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　町側からの提案を受けた議会では、直ちに決算特別委
員会設置し、委員長に近藤議員、副委員長に大坪議員を
選出。尾作議長、原監査委員を除く16名により、3日間に
わたって審査を行いました。
　一般会計では、前年度と比較して歳入では2億600万
円の増、歳出では1億6，500円の増となっています。
　なお、今回の決算では、本来18年度事業の消防団第5分
団の車庫等新築工事設計委託の事務手続きが大幅に遅
れたため、19年度予算に影響を与える結果となりました。
そこで、原因の究明と未然防止策を行うよう強く求めま
した。（付帯決議）
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決算特別委員会で細部にわたり審査
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「環境と共生するまちづくり」
・環境保護の基本理念である環境基本条
　例を制定
・栗原地区土地区画整理事業の準備会に
　助成を行い、基本計画策定に必要な調
　査を実施

「活力ある生活を
　　　　支えるまちづくり」
・元狭山コミュニティセンターを開設
・武道館を改修
・瑞穂町国民保護計画を策定

「自らを高め互いを
　　　　認め合うまちづくり」
・乳幼児医療や児童手当給付で、所得制
　限の緩和及び対象年齢を拡大
・瑞穂中学校耐震補強工事設計
・アメリカ合衆国カリフォルニア州モー
　ガンヒル市と姉妹都市の締結

「まちづくりを
　　　推進するための施策」
・行政評価システムの充実

起立採決の様子（本会議）


